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 フランスの探検家Paul Pelliotは1908年に敦煌を訪れた。このとき敦煌莫高窟の蔵経洞で3週間の調査を許

され、中国語に精通するペリオは何千巻もの巻物に目を通して価値のある文書数千点を選び出して購入した。
現在、これらの文書類はパリにあるフランス国立図書館に保管されている。本研究では、この敦煌文書を調査
した結果を報告する。  

はじめに 

 本調査は非破壊分析によって行なわれ、目視観察、及び、高解像デジタル顕微鏡（Keyence VHX-

1000、倍率：100〜5000倍、透過観察、偏光観察）を用いて紙表面の観察を行なった。 

分析方法 

繊維分析 

○北魏、西魏の文書は、麻を主原料とするものが6点、楮を主原料とするものが2点あった。また、北周の文書1点は楮紙であった。 
○南朝の文書4点（梁（1点）、陳（2点））は高品質な麻紙で、陳の文書の1点は楮繊維も少量混入していた。 
○隋代の文書（計12点）は、10点が楮を主原料とする紙、1点が麻を主原料とする紙、残りの1点は麻紙と楮紙の両方の紙を継いだ経典であった。 
○初唐、盛唐の唐代の文書（618〜765年まで）の文書57点中、楮を主原料とする紙が49点、麻を主原料とする紙が7点であった。長安宮廷写経と呼ばれる文書はすべて高品質な麻紙を用いて作られていた。 
○中唐以降の文書95点中、楮を主原料とする紙が3点、麻を主原料とする紙が92点であった。 

安史の乱（755−763）を境にして紙の原料が楮から麻に変化している。 

(標準紙料)大麻繊維 (標準紙料)苧麻繊維 (標準紙料)楮繊維 

P.2187  四獸因緣 (後晋 天福九年 (944))  P.2530 周易王弼注 (唐 顕慶五年（660）)  P.2165/V 金剛般若波羅蜜経疏释 (唐 開元十二年 （724）)  

大麻繊維 苧麻繊維 楮繊維 

http://www.ryukoku.ac.jp/


 日本の和紙には米粉を混ぜて作ったものが多数存在する。敦煌文書の中にも澱粉を混入して作られている紙が多数見られた。これらは、澱粉粒の大きさから２種類に分類できる。 

○隋、初唐、盛唐の楮紙の中に、直径が約5〜10[μ m]の澱粉粒を含むものがある。 

○中唐以降の麻紙の中に、直径が約1〜10[μ m]の小さな澱粉粒と直径が約15〜40[μ m]の大きな澱粉粒の両方を含むものがある。この澱粉は小麦澱粉と推定される。 

澱粉分析 

 ラグペーパー 

 ラグペーパーとは襤褸布を原料として作られた紙である。紙が発明された当時は原料として襤褸布を用いていたが、敦煌文書の中からもこのような紙が見つかった。 

P.2091 勝鬘羲記巻下  (隋 大業九年 (613)) Panel 4 P.3768 文子道德第五  (唐 天宝十年 (751)) Panel 3 

P.2054 十二時普勸四衆依教修行（首題）  
 (後唐 同光二年 (924)) Panel 5 P.2856 發病書  (唐 咸通三年 (862)) Panel 5 

小麦澱粉？ 

P.2081 不知名佛経 （6世紀？） Panel 4  P.2984 十地論  （6世紀？） Panel 3  P.3741 周秦行記 （後唐 清泰二年(935)） Panel 2  

P.3854/V 大曆七年客尼三空追徵李朝進負麥牒 

 （唐 大曆七年(772)） Panel 1 

A（隷書） B（隷階） C（楷書） D/C D 
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竹簀を使用? 
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麻紙（約97％） 

安史の乱(755-763) 

簀の目分析 

 簀の目とは、紙を漉いた際に用いた萱簀や竹簀によってできる縞状の模様である。この簀の目が1cm当たりに何本あるかを数えた。 
○北魏、西魏の文書は、5〜6 [本/cm] ○隋代の文書は、6〜8 [本/cm] ○初唐、盛唐の文書は、8〜10 [本/cm] 
○南朝の文書（梁、陳）は高品質な麻紙で、約10 [本/cm] 
○中唐、後唐の文書は、約4[本/cm] ○後晋以降の文書は、約3.7[本/cm] 


